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研究成果の概要（和文）：本研究では、これまで国際政治学で扱われてこなかった宇宙開発の国

際協力に関し、最新の国際政治理論動向を踏まえた上で、新たな分析枠組みを構築する。また、

国際プロジェクトへの協力に関する分析を行うことで、今後の日本の宇宙開発政策の方向性に

関する提言を行い、各国の政策を分析することで、日本がどのような対外的な政策を展開すべ

きかについての視角を提供することを目的とする。

研究成果の概要（英文）：This research aims at developing new analytical framework for
understanding international cooperation on space program, of which the study of
international relations has neglected. Also, through the analysis of international
cooperation on space program, this research will provide constructive policy proposals.
Furthermore, the analysis of other national space programs would provide new insights
for the development of Japanese space policy.
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１．研究開始当初の背景
2004 年のブッシュ大統領による月・火星へ

の探査計画発表以来、宇宙開発を進める各国
は、アメリカの計画に協力するのか、独自の
計画を進めるべきか、それともアメリカ以外
のパートナーと協力するか、といった政策的
選択を迫られている。というのも、1980 年代
から継続されている国際宇宙ステーション
の活動の経験が、各国の国際宇宙プログラム
への参加を慎重にさせており、各国における

政策の学習と国際協力に対する規範の変化
をもたらしている。同時に、中国の有人宇宙
飛行の成功やインドによる宇宙開発の推進、
ロシアの宇宙開発の再出発は、これまで米欧
と日本が中心となっていた国際宇宙プログ
ラムのあり方を大きく変えることとなった。
このような現状を踏まえ、国際宇宙開発プロ
グラムをいかに進めるべきかを巡る研究が
求められている。また、現在衆議院に「宇宙
基本法」が上程され、この法案が成立すれば、
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今後の日本における宇宙開発政策のあり方
も大きく変化する時期にあり、これまで以上
に宇宙開発政策を分析する枠組みが求めら
れている。しかしながら、これまでの政治学
分野において、宇宙開発政策の分析を行った
研究は国際的に見ても少なく、まだ政策分析
の決定的な研究は出されていない。そこで、
本研究では、政策変化のダイナミズムを捉え
る構成主義的政策分析という手法に着目し、
それによって、各国の政策変化を分析するこ
とが求められており、この研究に基づいた政
策提言がなされることが不可欠である。

２．研究の目的
（1）国際政治学における宇宙開発政策の分
析
これまで宇宙開発政策の研究は、多くの場

合、歴史的な研究か、現状をまとめたものが
多く、理論的な背景を持たないものが多かっ
た。こうした研究に理論的な研究を加えるこ
とで、国際関係の中で宇宙開発政策がどのよ
うな意味を持っているのか、また国家の対外
的政策にどのような影響を与えるのかを分
析することで、国際政治学の研究の発展に貢
献する。

（2）国際政治学における構成主義理論の実
証

国際政治学において近年注目を集めてい
る構成主義理論は、抽象的な議論が中心であ
り、実際の政策分析に応用されるケースが極
めて少ない。本研究は、科研費基盤研究（B）
での研究を踏まえ、抽象的な研究を実証分野
に生かす枠組みを開発することで、今後の構
成主義的政治理論の発展に貢献する。

（3）日本における「宇宙基本法」成立後の
政策分析のあり方への提言

現在、国会で審議されている「宇宙基本法」
は、これまでの日本における宇宙政策のあり
方に一石を投じ、政策決定のあり方を大きく
変える可能性を持っている。原案通り法律が
成立すれば、新たに宇宙開発担当大臣が設け
られ、宇宙開発戦略本部が設置されることに
なる。こうした新たな宇宙開発政策の意思決
定システムが導入されることになれば、新た
な日本の宇宙開発戦略のあり方が問われる
こととなる。そうした状況において、政治
学・国際政治学の分野からの提言をするニー
ズは高まることと予想される。本研究は、そ
うした現実のニーズに答えるものとして、重
要な社会的意義を持つと考えられる。

（4）国際宇宙開発プログラムに対する日本
の対外的政策への貢献

本研究では、特に各国の宇宙開発政策にお
いて問題となっている国際プロジェクト、と

りわけアメリカが進める月面基地、火星探査
プログラムへの協力に関する分析を行うこ
とで、今後の日本の宇宙開発政策の方向性に
関する提言を行うだけでなく、各国の政策を
分析することで、日本がどのような対外的な
政策を展開すべきかについての視角を提供
することを目的とする。

３．研究の方法
本研究を進める上でのユニークさとして、

これまでの研究で培った研究者ネットワー
クの活用がある。国際宇宙アカデミーにおい
て米国ミシシッピー大学のガブリノヴィッ
ツ教授と協力し、宇宙プログラムの国際協力
に関する概念の研究を提案し、本研究の基礎
となる各国の国際協力への意識調査などを
進めた。また、欧州で宇宙開発政策を研究し
ているフランス CNRS のスーベス＝ベルジェ
研究員と共に日仏両国の宇宙政策での協力
プロジェクトの評価を行う研究計画を進め
ている。また、米国ジョージ・ワシントン大
学にてアメリカが提案した月・火星探査計画
に対する各国の反応を研究しているログス
ドン教授に招かれ、米国にて共同研究ワーク
ショップを行い、この機会を通じて、参加者
との意見交換を行った。その他、ウィーンに
ある欧州宇宙政策研究所の研究者ネットワ
ーク（ESPRIN）のメンバーとして、そのネッ
トワークを活用して、カナダ、ドイツ、ロシ
アなどに点在する研究者との協力も進めて
いく計画を立てている。加えて、これまでの
活動で培った日本の宇宙航空研究開発機構、
文部科学省、経済産業省の実務家とのネット
ワークを通じて、日本の実務家との意見交換
を行い、日本の国際宇宙プログラムに対する
姿勢や方向性についての聞き取りを行う計
画をしている。これらの国内的・国際的なネ
ットワークと共同研究を基礎に、国際宇宙プ
ログラムの現状分析、ならびに各国の意識調
査を中心にデータを収集する。そのため、国
際会議への出席や、国内外の研究者・実務家
との意見交換などを中心に行う。また、その
ための関連図書の購入と、資料整理のための
短期雇用の研究補助が必要となる。

４．研究成果
（1）国際政治学における宇宙開発政策の分
析

本研究を通じて、宇宙開発政策を国際政治
学として分析する研究として、2010 年度末に
岩波書店から『宇宙開発と国際政治』という
単著を出版し、本研究のまとめとした。ここ
では、アメリカ、欧州、ロシア、中国、イン
ド、日本の各国宇宙政策を「ハードパワーと
しての宇宙システム」「ソフトパワーとして
の宇宙システム」「社会インフラとしての宇
宙システム」という三つの国際政治上の役割



に整理したうえで、冷戦期に始まった宇宙開
発は、ハードパワー、ソフトパワーとして展
開されてきたとはいえ、冷戦が終焉すると、
各国間の競争が国際協力へとシフトし、「社
会インフラ」としての機能が強化されていく
状況を実証した。その結果、地上系のインフ
ラが十分発達していない途上国において、
「社会インフラ」としての宇宙システムの有
用性が高まり、それが結果として、アジア、
アフリカ、ラテンアメリカ諸国における国際
協力を推進し、地域的な宇宙協力体制を生み
出していることを明らかにした。また、宇宙
空間はどの国家にも属さず、一つの国家で管
理できる地理的空間ではないため、宇宙開発
に携わり、宇宙システムを利用する国家は、
すべからく協力して宇宙空間の持続的利用
可能性を高めていくことが必然的な条件と
なってきていることを明らかにし、「グロー
バル・コモンズ」としての宇宙空間のガバナ
ンスを通じた国際協力の枠組みが進んでい
ることを明らかにした。これは、ともすれば、
国家間競争や国家間対立で語られてきた宇
宙開発の国際政治の考え方に一石を投じ、こ
れまでの国際政治学の中では見られなかっ
た、国際協力のメカニズムを明らかにする研
究となった。

（2）国際政治学における構成主義理論の実
証

本研究のもうひとつの目的である、構成主
義を主体とした国際政治理論の再構築に関
しては、比較政治学叢書として出版された小
野耕二編『構成主義的政治理論と比較政治』
の中に所収された「構成主義的政策決定過程
分析としての「政策論理」」という論文で明
らかにしたように、国際政治の基礎単位とな
る各国政府における政策決定が「政策論理」
という概念で説明されることによって、各国
の国内政治のダイナミクスが国際協力の可
能性を変化させる変数であることを明らか
にし、この国内政治のダイナミクスがどのよ
うな形で展開されることが国際協力を可能
にするのか、ということを明らかにした。こ
こでは、各国が推進する宇宙開発の「政策論
理」が科学、技術、安全保障、自律性、国家
威信、財政の論理のうち、どれによって進め
られているのか、また、それが他国の進めて
いる「政策論理」と共鳴する関係にあるのか
どうか、ということを見出すことで、国際協
力に参加する国々が安定的な国際協力制度
を構築できるかどうかということを検討し
た。この研究から明らかになったことは、国
際協力は単なる制度的な枠組みや利益の共
通性ではなく、国内における政策推進を担う
主体（政策決定者だけでなく、政策を推し進
める圧力団体や職能団体）が、どのような論
理で政策を進め、それらが他国と共有ないし

は接合できる論理を持っているかどうか、と
いうことに尽きるという点である。こうした、
国内政治を国際政治へと転換する議論はこ
れまでもあったが、政策を推進する「論理」
に着目して議論を進めるという枠組みは他
には存在しておらず、その点で独自性のある
研究が出来たといえる。

（3）日本における「宇宙基本法」成立後の
政策分析のあり方への提言

本研究のもうひとつの目的は、日本におけ
る政策分析のあり方への提言であるが、これ
は Is There a Space Race in Asia? Different
Perceptions of Space（N.S. Sisodia and S.
Kalyanaraman (eds.) The Future of War and
Peace in Asia）や"Basic Law for Space
Activities: A New Space Policy for Japan
for the 21st Century" (Kai-Uwe Schrogl, et
al (eds.) Yearbook on Space Policy
2006/2007, Springer, 2008)、それに" A
brand new space policy or just papering
over a political glitch? Japan's new space
law in the making" Space Policy, Vol.24,
no.4, 2008 などで明らかにしたように、主と
して英語論文として、国外に向けた情報発信
を行い、日本の宇宙政策がどのように変化し、
それがどこへ向かっていくのかを明らかに
した。ここでは、日本の宇宙開発が、これま
での研究開発を中心とした宇宙開発から、利
用を中心とした宇宙開発へと移行していく
中で、新たな取り組みが進められていくと同
時に、日本が対外的に果たす役割も強化され
ていくということを示した。

また、こうした研究を踏まえ、内閣官房の
宇宙開発戦略本部専門調査会準天頂衛星推
進検討ワーキンググループのメンバーとし
て、実際の政策形成に関与しただけでなく、
独立行政法人宇宙航空研究開発機構の客員
研究員や、三菱電機株式会社の政策立案のア
ドバイザーとしての役割も担い、官民を横断
して政策決定に関与することとなった。

（4）国際宇宙開発プログラムに対する日本
の対外的政策への貢献

本研究では、国際協力における日本の役割
にとどまらず、国際機関、とりわけ国連宇宙
空間平和利用委員会の活動や、宇宙空間の国
際的なガバナンスをめぐる研究に取り組ん
だ 。 そ の 成 果 と し て "The Role of
International Organisations for the Fair
and Responsible Use of Space" (Wolfgang
Rathgeber, Kai-Uwe Schrogl, and Ray
Williamson (eds.) The Fair and Responsible
Use of Space: An International
Perspective)や、"Towards a United Nations
Space Policy", Space Policy, Vol.26 no.1,
2010 などを発表した。



また、これに関連して、国連宇宙空間平和
利用委員会本会議議長の Ciro Arevalo 大使
（コロンビア）が設置したタスクフォースの
メンバーとなり、「国連宇宙政策」の原案作
りに協力し、国連総会において、この文書が
採択されたことで、国連を主体とする宇宙政
策のあり方の検討をスタートさせることが
出来た。また、宇宙空間の持続的利用を可能
にするための国際 NGO である Secure World
Foundation のアドバイザリーグループ（運営
諮問委員会）のメンバーとなり、宇宙ゴミ（ス
ペースデブリ）に関する研究や各国宇宙政策
の分析から得られた知見を生かした、グロー
バルな宇宙空間利用の活動にも関与するこ
ととなった。
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